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＜あらまし＞ コンピテンシー基盤型教育（CBE）では，状況に応じた判断を伴う能力の発

揮が重視されるが，職業訓練において，判断を伴う学習が生じる文脈をナラティブ教材とし

てどのように検討すべきかについて，十分整理されていない．本研究は，自然主義的意思決

定研究における Recognition-Primed Decision（RPD）モデルに注目し，判断の記述・説明理論

として示されてきた RPD の概念を，ナラティブ教材設計を検討する観点から理論的に整理

し，判断を伴う学習を扱う際の検討視点として提示することを目的とする． 
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(RPD)，判断，文脈 

1. はじめに 

コンピテンシーは，手順の遂行ではなく，

状況に応じた判断を伴う能力の発揮として定

義されている (REIGELUTH et al. 2017) ．し

かし，職業訓練では職業における作業を手順

で分解し，技能の単位で教材化することが中

心となってきた．このため，能力が発揮され

る仕事の文脈を踏まえた訓練は指導員の暗黙

知に依存し，十分に教材化されていない． 

こうした課題に対し，濱田ら (2025) は学

習者が職場の先輩から「やってごらん」と作

業を指示され，能力を発揮するためにどのよ

うに判断すべきかが問われる状況を文脈とし

て構成し，ナラティブ教材として表現するこ

とで，コンピテンシー基盤型教育  (以下 

CBE) を職業訓練に実装する教材を提案した． 

上記のように CBEの職業訓練においては，

判断を伴う能力発揮の場面をナラティブ教材

として構成する可能性が示されているが，学

習者が自ら「どのように判断すべきか」を考

えざるを得ない状況が，どのような文脈とし

て成立しているのかを理論的に整理した研究

は少ない． 

一方，熟練者の判断過程は，自然主義的意

思決定研究において，事前に与えられた選択

肢を比較するのではなく，状況理解と行為の

方向性が連関して形成されるものとして説明

されている． 

KLEIN (2017) が示した Recognition-Primed 

Decision (以下 RPD) モデルは，その判断過程

を記述・説明する理論として位置づけられて

いる．ただし，RPDモデルは教材設計に対す

る処方を直接与えるものではない． 

そこで本研究では，RPD モデルを教材内容

として適用するのではなく，ナラティブ教材

設計を検討する観点から，判断形成に関わる

概念を理論的に整理することを目的とする．

本稿では設計条件の提示までは行わず，今後

設計条件を検討するための理論的基盤を示す

ことに主眼を置く． 

2. 理論整理の観点 

本研究における理論整理の観点として，教

育工学におけるデザイン研究の立場を参照す

る． 

デザイン研究では，理論の説明にとどまら

ず，設計判断を支える設計原理や設計条件の

提示を目指す研究が重視されている (VAN 

DEN AKKER 2006；MCKENNEY and REEVES 2012) ．

これらは，理論をそのまま処方として教材に

適用するのではなく，設計判断を支える原理 
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やガイドラインとして再構成する立場である．

本稿ではこの立場を参照し，RPDモデル概念 

の理論的整理を行う． 

RPD モデルには複数の概念が含まれるが，

本研究ではナラティブ教材設計において，学

習者の判断形成を検討する上で重要と考えら

れる「妥当な目標」「関連する手がかり」「期

待」「典型性」および「非典型性への移行条件」

の 5項目に着目し，理論的整理を行った． 

3. RPDモデル概念の再整理 

RPD モデルに示された各概念について，

KLEIN (2017) における記述内容をもとに，ナ

ラティブ教材設計を検討する際に参照しうる

理論的観点として整理した (表１)．具体的に

は，5 項目を手がかりとして KLEIN（2017）

の本文中における定義・説明・機能に関する

記述を抽出し，記述内容の範囲を逸脱しない

よう留意しつつ，一文で意味が把握できる形

に要約して定義した． 

4. 考察 

本研究の成果は，判断の記述・説明理論で

ある RPD モデルを理論のまま教材として適

用するのではなく，ナラティブ教材設計を検

討するための理論的整理を行った点にある． 

これは，理論を設計の検討に際して参照し

うる形で整理するという，本研究で参照した

デザイン研究の立場に基づくものである． 

具体的には，RPDモデルにおける各概念の

記述内容を整理し，ナラティブ教材設計を検

討する際に，設計者が参照する視点として位

置づけうる文脈に関する理論的整理を行った． 

5. まとめ 

本研究では，CBEを職業訓練に実装するた

めの基盤として，ナラティブ教材設計におい

て学習者が判断せざるを得ない状況が生じる

文脈に着目した．本稿で整理した理論的視点

を基盤的整理として，今後，ナラティブ教材

設計における設計条件の検討を進める． 
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項目 KLEIN (2017) に基づく定義 

関連する手がか

り 

状況の中で典型性の判断のために必要な，意味のある兆候や手がかりのこと．状況を

経験と照合して典型的状況として把握する際に参照される． 

典型性 

過去の経験に基づく既知のプロトタイプの一例として把握できている状態．典型的状

況であると認識されると，次に起こる出来事についての見通し (期待) が形成され，

その状況において妥当性の高い行動の方向性が同時に 

認識される． 

期待 

典型的状況として把握されたときに形成される「この先どう進むはずであるか」とい

う見通し．熟達者は，期待を通じて出来事が一致・不一致かを通じて状況理解を点検

する．期待が裏切られたとき，状況の再評価 (診断) に移行する契機とする． 

妥当な目標 判断における優先順位に関与し，結果として妥当な行為の方向性を定めるもの． 

非典型性に入る

条件 

提示された状況が，過去の経験に基づく典型的なパターンとして明確に把握できない

場合，または，形成された期待と現実の出来事との間に不一致が生じた場合． 

表 1 KLEIN (2017) に基づき，ナラティブ教材設計の検討に際して参照しうる 

理論的整理としてまとめた RPD モデル概念の定義 
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